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最
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介
し
ま
す

質

問

者

荻
原
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長
崎
　
博
幸(

フ
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小
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明
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早
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昌
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２
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金
田
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自)

大
沢
　
幸
一(

フ
ォ)

久
保
田
順
一
郎(

自)

田
所
三
千
男(

自)

小
野
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光
敏(

自)

※（ ）内は所属会派です。
（自）自由民主党、（フォ）フォーラム群馬、（公）公明党
（共）日本共産党県議団、（改）改革クラブ

３
月
２
日

中
沢
　
丈
一(

自)

石
関
　
貴
史(

改)

金
子
　
浩
隆(

自)

平
田
　
英
勝(

自)

関
根
　
圀
男(

自)

３
月
３
日

中
村
　
紀
雄(

自)

塚
越
　
紀
一(

フ
ォ)

橋
爪
　
洋
介(

自)
岡
田
　
義
弘(

自)

亀
山
　
豊
文(

自)

２
月
27
日

・
管
理
職
の
意
識
改
革
を
ど
う
推
し
進
め
る
考
え
か
。

・
策
定
か
ら
５
年
経
過
し
た
「
群
馬
県
人
材
育
成
基
本
方

針
」
の
評
価
と
問
題
点
は
何
か
。
ま
た
、
新
時
代
に
見
合

っ
た
方
針
に
改
革
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う

か
。

●
企
業
局
の
経
営
方
針
と
16
年
度
重
点
事
業
に
つ
い
て

・
こ
れ
ま
で
の
経
営
改
善
の
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
。
ま
た
、
今
後
の
経
営
方
針
は
ど
う
か
。

・
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
重
点
的
に
取
り
組
む
の
か
。

・
板
倉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
販
売
促
進
に
は
、
魅
力
を
高
め

る
た
め
の
環
境
整
備
が
必
要
と
思
う
が
ど
う
か
。

・
県
央
第
一
水
道
の
水
道
料
は
、
今
後
、
設
備
の
更
新
に

合
わ
せ
増
額
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

●
税
制
を
揺
る
が
す
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
社
会
に
つ
い
て

・
ネ
ッ
ト
上
の
経
済
活
動
に
対
す
る
課
税
に
つ
い
て
、
国

へ
働
き
か
け
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。
ま
た
、

課
税
に
つ
い
て
の
検
討
状
況
は
ど
う
か
。

●
電
子
県
庁
推
進
計
画
に
つ
い
て

・
「
群
馬
県
電
子
県
庁
推
進
計
画
」
の
本
年
度
の
取
り
組

み
状
況
と
16
年
度
事
業
計
画
は
ど
う
か
。

●
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て

・
県
内
の
「
住
基
カ
ー
ド
」
の
こ
れ
ま
で
の
発
行
状
況
及

び
県
の
住
基
ネ
ッ
ト
普
及
に
対
す
る
考
え
方
は
ど
う
か
。

●
横
文
字
の
使
用
に
つ
い
て

・
行
政
に
於
い
て
は
、
安
易
に
横
文
字
を
使
用
せ
ず
、
日

本
語
を
正
し
く
使
う
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

●
市
町
村
合
併
に
つ
い
て

・
本
県
の
取
り
組
み
状
況
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
か
。

・
合
併
へ
の
取
り
組
み
が
遅
い
と
の
総
務
省
の
指
摘
を
ど

の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る
か
。

・
合
併
特
例
法
の
最
終
年
度
で
あ
り
、
県
の
先
導
が
必
要

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

●
イ
ラ
ク
問
題
に
つ
い
て

・
自
衛
隊
の
派
遣
を
直
ち
に
や
め
る
よ
う
政
府
に
求
め
る

べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。
ま
た
、
こ
の
派
遣
が
憲
法
９
条

に
違
反
し
て
い
る
と
考
え
る
が
認
識
は
ど
う
か
。

●
構
造
改
革
特
別
区
域
に
つ
い
て

・
構
造
改
革
特
区
の
提
案
結
果
は
ど
う
だ
っ
た
か
。
ま
た
、

特
区
活
用
に
対
す
る
取
り
組
み
状
況
は
ど
う
か
。

・
「
水
の
特
区
」
構
想
提
唱
後
の
取
り
組
み
状
況
と
今
後

の
推
移
・
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

●
県
内
景
気
と
雇
用
対
策
に
つ
い
て

・
県
内
経
済
に
対
す
る
認
識
は
ど
う
か
。

・
雇
用
支
援
策
の
具
体
的
な
成
果
は
ど
う
か
。

・
新
卒
予
定
者
の
就
職
決
定
状
況
は
ど
う
か
。

・
求
人
、
求
職
の
質
的
な
内
容
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
か
。
常
用
雇
用
と
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
求
人
実
態
、
年

齢
別
、
職
種
別
の
状
況
は
ど
う
か
。

・
若
年
者
に
対
す
る
ミ
ス
マ
ッ
チ
解
消
の
取
り
組
み
及
び

若
年
求
職
者
の
た
め
の
職
業
訓
練
は
ど
う
か
。
ま
た
、
新

年
度
か
ら
取
り
組
む
企
業
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
若
者
育
成
の

訓
練
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

・
企
業
に
対
し
リ
ス
ト
ラ
を
止
め
る
よ
う
要
請
す
べ
き
と

考
え
る
が
ど
う
か
。
ま
た
、
実
施
す
る
場
合
に
は
、
事
前

協
議
制
を
義
務
づ
け
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

●
高
校
新
卒
者
の
離
職
防
止
対
策
に
つ
い
て

・
高
校
新
卒
者
の
内
定
状
況
は
ど
う
か
。
ま
た
、
昨
年
に

比
べ
て
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
の
か
。

・
高
校
新
卒
者
の
早
期
離
職
の
状
況
を
ど
の
よ
う
に
捉
え

て
い
る
か
。
ま
た
、
そ
の
対
策
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

●
中
小
企
業
の
販
路
開
拓
支
援
に
つ
い
て

・
今
後
、
ど
の
よ
う
な
方
針
で
中
小
企
業
の
販
路
開
拓
を

支
援
し
、
具
体
策
を
講
じ
て
い
く
の
か
。

●
制
度
融
資
に
つ
い
て

・
16
年
度
は
、
県
内
経
済
の
発
展
と
中
小
企
業
金
融
の
円

滑
化
の
た
め
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

●
県
内
事
業
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て

・
「
ぐ
ん
ま
チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ァ
ン
ド
」
の
実
績
と
今
後
の

推
進
見
通
し
は
ど
う
か
。

・
15
年
に
開
設
し
た
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
の
実
状
と
今
後

の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

・
国
際
競
争
に
勝
つ
た
め
に
は
Ｉ
Ｓ
Ｏ
（
国
際
標
準
化
機

構
）
の
認
証
取
得
が
必
要
と
考
え
る
が
、
取
得
の
た
め
の

事
業
者
に
対
す
る
支
援
等
、
今
後
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

●
科
学
技
術
振
興
に
つ
い
て

・
「
科
学
技
術
立
県
」
へ
向
け
て
の
決
意
は
ど
う
か
。

・
県
発
展
の
新
た
な
種
を
生
み
出
す
た
め
、
民
間
企
業
・

大
学
・
行
政
が
幅
広
く
研
究
連
携
を
推
進
す
る
方
策
に
つ

い
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

●
産
学
官
連
携
の
推
進
に
つ
い
て

・
産
学
官
連
携
に
よ
る
研
究
並
び
に
開
発
の
成
果
を
行
政

の
分
野
で
積
極
的
に
活
用
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

・
支
援
の
現
状
と
今
後
の
方
針
は
ど
う
か
。

●
観
光
振
興
策
に
つ
い
て

・
こ
れ
ま
で
国
際
観
光
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
き
た

の
か
。
ま
た
、
今
後
ど
の
よ
う
に
推
進
す
る
の
か
。

●
広
い
意
味
の
観
光
推
進
に
つ
い
て

・
事
業
内
容
や
目
指
す
と
こ
ろ
は
何
か
。

●
力
強
い
「
群
馬
の
農
業
」
づ
く
り
に
つ
い
て

・
「
少
子
高
齢
社
会
」
の
中
ど
の
よ
う
に
し
て
真
の
農
業

の
担
い
手
を
育
て
て
い
く
の
か
。

・
Ｗ
Ｔ
Ｏ
（
世
界
貿
易
機
関
）
及
び
Ｆ
Ｔ
Ａ
（
自
由
貿
易

協
定
）
交
渉
下
に
お
け
る
、
農
政
の
基
本
的
な
考
え
方
は

ど
う
か
。

●
水
産
振
興
に
つ
い
て

・
総
合
的
な
内
水
面
漁
業
の
振
興
に
、
ど
の
よ
う
に
取
り

産 　 業

●
大
規
模
公
共
事
業
の
見
直
し
に
つ
い
て

・
増
田
川
ダ
ム
に
つ
い
て
は
、
必
要
性
に
つ
い
て
改
め
て

評
価
を
行
い
、
中
止
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

・
西
毛
広
域
幹
線
道
路
に
つ
い
て
は
、
根
本
的
に
検
討
を

し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
東
毛
広
域
幹
線
道
路
は
、
部
分

的
に
現
道
の
活
用
を
図
る
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

・
国
庫
補
助
金
の
削
減
に
合
わ
せ
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
整
備
の
県
単
加
算
や
高
齢
者
住
宅
改
造
費
補
助
の
廃
止

な
ど
福
祉
施
策
に
切
り
込
ん
で
い
る
が
、
予
算
の
組
み
替

え
が
必
要
と
思
う
が
ど
う
か
。

●
機
構
改
革
・
理
事
制
の
導
入
に
つ
い
て

・
職
員
全
体
が
組
織
改
編
の
ね
ら
い
を
正
し
く
理
解
し
、

意
識
改
革
を
徹
底
で
き
る
か
ど
う
か
が
成
否
の
鍵
を
握
っ

て
い
る
と
思
う
が
ど
う
か
。
ま
た
、
市
町
村
の
理
解
と
協

力
も
不
可
欠
で
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

・
地
域
機
関
の
組
織
改
編
は
新
年
度
以
降
と
な
り
、
本
庁

と
の
権
限
と
役
割
が
不
明
瞭
に
な
ら
な
い
か
。

・
行
政
改
革
・
行
政
評
価
室
、
合
併
支
援
室
、
治
安
回
復

対
策
室
な
ど
は
、
ど
の
よ
う
な
背
景
、
理
由
か
ら
設
置
す

る
の
か
。「
室
」
に
対
す
る
基
本
的
な
考
え
は
ど
う
か
。

●
行
政
の
経
費
節
約
に
つ
い
て

・
知
事
を
含
め
、
特
別
職
の
退
職
金
を
定
め
た
条
例
に
つ

い
て
、
見
直
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

・
今
後
、
退
職
予
定
者
が
増
大
す
る
が
、
退
職
金
総
額
の

推
移
と
そ
の
影
響
、
ま
た
、
対
策
は
ど
う
か
。

・
ゴ
ミ
の
減
量
化
に
向
け
た
取
り
組
み
の
現
状
は
、
量
換

算
、
金
額
面
の
換
算
で
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

ま
た
、
今
後
の
推
進
計
画
、
計
画
目
標
は
ど
う
か
。

・
地
域
機
関
の
複
写
機
リ
ー
ス
契
約
を
３
年
間
に
す
る
こ

と
に
よ
り
、
経
費
節
減
で
き
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

●
行
政
改
革
に
つ
い
て

・
外
部
委
託
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
ど
の

よ
う
な
理
念
と
基
準
に
基
づ
い
て
進
め
て
い
く
の
か
。

・
総
務
事
務
の
集
中
化
を
進
め
た
上
で
、
可
能
な
限
り
民

間
へ
の
委
託
を
実
現
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

・
公
社
・
事
業
団
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
方

針
で
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

・
県
職
員
は
県
民
全
体
の
奉
仕
者
で
あ
る
と
い
う
意
識
を

浸
透
さ
せ
、
志
気
を
高
め
、
行
動
に
表
す
こ
と
が
県
政
を

推
進
さ
せ
る
た
め
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

・
よ
り
住
民
満
足
度
の
高
い
行
政
へ
と
導
い
て
い
く
た
め

に
必
要
な
意
識
改
革
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
、
そ

し
て
行
政
全
体
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

●
県
職
員
の
地
域
活
動
へ
の
参
加
に
つ
い
て

・
職
員
の
地
域
活
動
へ
の
参
加
状
況
と
、
参
加
を
さ
ら
に

促
す
た
め
の
県
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

●
人
財
育
成
政
策
に
つ
い
て

・
「
ぐ
ん
ま
新
時
代
」
に
ふ
さ
わ
し
い
人
財
育
成
政
策
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

行 政
●
平
成
16
年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て

・
予
算
編
成
に
あ
た
り
、
留
意
し
た
点
は
何
か
。

・
「
改
革
の
断
行
」
の
中
味
と
決
意
は
ど
う
か
。

・
県
税
収
入
の
見
通
し
は
ど
う
か
。
ま
た
、
財
源
の
確
保

や
歳
出
抑
制
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
考
え
方
は
ど
う
か
。

・
「
ぐ
ん
ま
新
時
代
」
に
対
す
る
知
事
の
思
い
は
ど
う
か
。

ま
た
、
県
民
の
理
解
が
大
切
で
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

・
予
算
の
ど
こ
に
新
時
代
を
見
い
だ
す
の
か
。
ま
た
、
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
と
の
リ
ン
ク
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

・
臨
時
財
政
対
策
債
の
取
扱
い
は
、
国
の
一
方
的
な
便
宜

に
な
っ
て
し
ま
う
恐
れ
は
な
い
か
。

●
「
三
位
一
体
の
改
革
」
に
つ
い
て

・
「
三
位
一
体
の
改
革
」
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

ま
た
、
国
に
ど
の
よ
う
な
働
き
か
け
を
す
べ
き
と
考
え
て

い
る
の
か
。
中
止
を
求
め
る
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

●
「
新
し
い
時
代
」
の
認
識
と
行
政
手
法
に
つ
い
て

・
今
ま
で
と
違
う
「
新
し
い
時
代
」
に
は
そ
れ
に
合
っ
た

行
政
手
法
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

・
偏
り
の
な
い
民
意
は
ど
の
よ
う
に
把
握
す
る
の
か
。

●
県
独
自
の
施
策
に
つ
い
て

・
地
方
分
権
を
担
え
る
力
量
を
示
す
た
め
に
、
独
自
施
策

を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

●
ハ
ー
ド
か
ら
ソ
フ
ト
へ
の
政
策
転
換
に
つ
い
て

・
新
た
な
需
要
に
対
応
す
る
た
め
、
ハ
ー
ド
か
ら
ソ
フ
ト

重
視
に
政
策
転
換
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

行 　 政

行 　 政

景 気 ・ 雇 用

景気・雇用

・

・


